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はじめに 
 

 青森県では、これまで蓄積してきた全国的にも稀なエネルギー分野でのポテンシャルを、持続可

能な社会の先進地域の形成や県全域の産業振興に結びつけていくため、平成１８年度に「青森県エ

ネルギー産業振興戦略」を策定し、エネルギー関連の先進的プロジェクトの具体化に取り組んでき

たところである。 

さらに、本戦略の実現には、運輸部門における脱化石燃料やエネルギー需給構造の転換に向けて、

電気自動車（ＥＶ）やプラグインハイブリッド車（ＰＨＶ）の導入モデルを示す「青森県運輸部門

省エネルギーモデル」を平成１９年度に策定した。 

 平成２０年度は、６月に青森市で行われたＧ８エネルギー大臣会合の際にＥＶ・ＰＨＶの展示試

乗会を開催し、８月には「青森県電気自動車等導入普及推進協議会」を設立するなど積極的な取組

が評価され、平成２１年３月に経済産業省から「ＥＶ・ＰＨＶタウン」の「実施地域」に選定され

たところである。 

本調査においては、ＥＶ・ＰＨＶの導入普及を他の寒冷地でも平行展開が可能で、かつ地域特性

を活かしたＥＶ・ＰＨＶ導入方策を示す「青森県ＥＶ・ＰＨＶタウン推進マスタープラン」を策定

し、もって、本県の地球温暖化対策、産業振興や国全体のＥＶ・ＰＨＶの普及に資するものである。 

なお、本調査は、独立行政法人新エネルギー産業技術総合開発機構の平成２１年度「地域新エネ

ルギー・省エネルギービジョン策定等事業」の補助により実施した。 
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Ⅰ．マスタープランの趣旨  

 

１．計画の目的、位置づけ 

 2009 年末、デンマークのコペンハーゲンで開催された第１５回国連気候変動枠組条約締結国会議

（ＣＯＰ１５）において、温室効果ガス排出規制に関する国際的な合意形成について議論されたが、

それに先立ち、我が国政府は、国内の温室効果ガス排出量を 2020 年までに 1990 年比 25％削減する

という中期目標を掲げており、国内外における温暖化対策は一層重要性を増しているところである。 

一方、青森県は、エネルギー供給基地として、導入量日本一を誇る風力発電や原子力発電所の立

地などこれまでも化石燃料によらないＣＯ２フリーのエネルギー供給や国のエネルギーセキュリテ

ィの中枢を担ってきた。 

その本県において、新たな環境・エネルギー関連施策として、エネルギー消費の 27％を占める運

輸部門について、県内のポテンシャルを活かした省エネルギー技術を促進し、エネルギー消費構造

の転換を図るべく、ＥＶ・ＰＨＶの率先導入を進めていくとともに、東北以北で唯一「ＥＶ・ＰＨ

Ｖタウン」に選定されたことを考慮し、他の寒冷地でも平行展開が可能で、かつ地域特性を活かし

たＥＶ・ＰＨＶ導入方策を示す「青森県ＥＶ・ＰＨＶタウン推進マスタープラン」を策定するもの

である。 

なお、プラン策定に当たっては、これまで展開してきた関連する県の計画、施策である「青森県

基本計画未来への挑戦」、「青森県エネルギー産業振興戦略」、「青森県運輸部門省エネルギーモデル」

と連携を図るものとする。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画期間 

 2009 年度（平成 21年度）から 2013 年度（平成 25年度）までの期間とする。 

 ただし、プランの内容については、ＥＶ・ＰＨＶ、充電インフラの普及状況や関連技術の開発状

況を踏まえ、適宜見直していくものとする。 

提案書（自治体作成） 

ＥＶ・ＰＨＶタウン推進 
アクションプラン（自治体作成） 

ＥＶ・ＰＨＶタウン推進 
マスタープラン（自治体作成） 

具体化、精緻化、明確化 

調査、実証、評価 ＥＶ・ＰＨＶタウン推進 
ベストプラクティス集（国作成） 

 

＜ＥＶ・ＰＨＶタウンにおける各プランの位置付け概念図＞ 
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Ⅱ．アクションプランの概要   

 

１．普及目標 

 

 

 

 

 

  ＥＶ・ＰＨＶについては、県や協議会加入市町村、企業、団体を中心とした率先的導入を進め

ていき、2013 年には県全体で 1,000 台導入することを目標とする。 

  また、現在のＥＶでは 30分程度で 8割の充電ができる「急速充電器」については、充電切れに

対する不安の回避や緊急避難的な利用を中心として、県内主要都市などに 10台整備されることを

目指していく。 

  急速充電器より充電速度が若干遅いものの初期コストが抑えられる「中速充電器」や一般の１

００Ｖと２００Ｖを利用する「普通充電器」については、後述する充電サポーターになっていた

だく商業施設などを中心に 100 台の設置を目指す。 

   

 

    ２０１３年度  ＥＶ・ＰＨＶ   １，０００台 

            急速充電器       １０台 

            中速・普通充電器   １００台 
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２．取組内容 

（１）初期需要の創出 

（問題・課題）ＥＶ・ＰＨＶは現状ではガソリン車と比較して高価であることから、購入者に対す

る経済的なメリットを与える持続可能な仕組みづくりが求められる。また、ＥＶ・ＰＨＶの利点の

一つである無音走行は、歩行者にとっては車の接近を認知できず危険な場合があり、将来的な阻害

要因となり得る。 
（取組方針）2009、2010 年度は、県公用車、協議会内の市町村、協力ユーザー企業による率先的な

導入により一般への周知を図るとともに、実際の走行データをメーカーにフィードバックすること

により、利用者が望むＥＶ・ＰＨＶの開発に資するものである。 

 また、自動車取得税、自動車税、軽自動車税の減免や、駐車場料金、高速道路料金、自動車保険

等自動車の所有、走行に係る費用を軽減することによりＥＶ・ＰＨＶの普及に資するものである。 

 

取組項目 ０９年度に実施する内容 １３年度末までに実施する内容 

(a) 県公用車で

の率先的導入 

ＥＶ10台、ＰＨＶ4台を導入し、

それぞれ実証試験等に使用す

る。 

ＥＶ・ＰＨＶ100 台導入を目指す。 

(b) 協議会内の

市町村、協力ユ

ーザー企業によ

り率先的導入 

県から貸与を受けて、上記の実

証試験等に協力するほか、一部

企業では独自に導入。 

ＥＶ・ＰＨＶ300 台導入を目指す。 

(c) ＣＯ2削減量

の見える化とエ

コポイントへの

還元 

ガソリン車とＥＶの走行対比に

より、ＣＯ2削減量の見える化を

行い、エコポイントに還元する

仕組みづくりを行う。 

ＥＶエコポイントについて、経済的に持

続可能な仕組みを構築する。 

(d) 歩車間の車

両接近通知シス

テムの開発 

ユビキタスネットワーク技術を

利用した歩車間通信により、車

両接近通知システムの開発・実

証を進める。 

自動車メーカー、携帯端末メーカー等と

の連携により、廉価版のシステムの普及

を図る。 

(e) 自動車取得

税、自動車税、

軽自動車税の減

免 

自動車取得税、自動車税、軽自

動車税の減免の検討を行う。 

 

 

(f) 駐 車 場 料

金、高速道路料

金、自動車保険

等自動車の所

有、走行に係る

費用の軽減 

各関係機関に協議会に参画して

いただき、県とともに、実際に

提供するサービスについて検討

を行う。 

駐車場料金、高速道路料金、自動車保険

等自動車の所有、走行に係る費用の軽減

サービスの実施を目指すとともに、新た

なサービスの付加について検討する。 
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（２）充電インフラの整備 

（問題・課題）ＥＶについては、一回の充電での走行可能距離が短いことから、運転者の充電切れ

に対する不安を払拭するために、自己所有地以外での充電施設が求められているところである。 

（取組方針）県、市町村等の庁舎に急速・中速充電器、給電スタンドを設置し、利用者の便に資す

るとともに、道の駅やショッピングセンター等、ある程度駐車時間が見込める施設での急速・中速

充電器、給電スタンドの設置を進める。導入当初はモデル的な設置個所での利用実態の把握に努め、

理想的な急速・中速充電器、給電スタンドの設置場所、台数の検討を進める。 

また、利用ユーザーには可能な限り車両保管場所での充電に努めてもらうこととする。 

 
取組項目 ０９年度に実施する内容 １３年度末までに実施する内容 

(a) ハウスメー

カーやマンショ

ン事業者との連

携による自宅で

の充電可能な駐

車場の整備 

ハウスメーカーやマンション事業

者に対し、情報提供を行うことによ

り、自宅での充電可能な駐車場の増

加に資する。 

ハウスメーカーやマンション事業者に

対し、情報提供を行うことにより、自

宅での充電可能な駐車場の増加に資す

る。 

(b) 県、市町村、

協力ユーザー等

の敷地での急速

充電器、給電ス

タンドの整備 

県は、(e)の実証結果や協議会内で

の議論を踏まえながら、急速充電

器、給電スタンドの設置を行う。 

県、市町村、協力ユーザー等の敷地に

おいて、急速充電器、給電スタンドを

整備する。 

(c) ＥＶ充電サ

ポーターによる

充電場所の確保 

 

県では、駐車場とコンセントを貸与

することにより、充電場所を提供し

てくれる事業者をＥＶ充電サポー

ターとして募集し、充電スポットの

確保に努める。 

左記のサポーター制度をＮＰＯ等民間

団体に管理の移行を目指す。 

(d) 道の駅、シ

ョッピングセン

ター、時間決め

駐車場等におけ

る急速・中速充

電器、給電スタ

ンドの整備 

道の駅の管理者やショッピングセ

ンター、時間決め駐車場の管理者に

対し、情報提供を行い、充電器等設

置を促すとともに、（c）のサポータ

ー制度を活用し、充電スポットの確

保に努める。 

道の駅の管理者やショッピングセンタ

ー、駐車場の管理者に対し、情報提供

を行い、充電器等設置を促すとともに、

（c）のサポーター制度を活用し、充電

スポットの確保に努める。 

(e)充電インフ

ラネットワーク

の整備 

青森市内に数ヶ所の給電スタンド

を設置し、通信ネットワークで結

び、位置情報や空き情報を自宅、オ

フィスなどのパソコンに提供する

実証試験を行う。 

急速・中速充電器、給電スタンド、充

電協力場所等の情報を網羅した本格的

な充電インフラネットワークの構築を

図る。 
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（３）普及啓発 

（問題・課題）ＥＶ・ＰＨＶについては、自動車メーカーの販売開始によりメディアへの露出機会

が相当増えたが、まだ性能や環境貢献に関する正確な知識やその取組の意義に対する理解が十分で

あるとは言えない。 
（取組方針）県民がＥＶ・ＰＨＶに対する正しい理解が得られるよう展示試乗会を開催するととも

に、本県が取り組む意義や最新動向を広く知らしめるため、県民向けフォーラムを開催する。 

また、奥入瀬渓流でのマイカー規制時のＥＶ利用など観光施策や、六ヶ所村次世代エネルギーパー

クでのエネルギー政策と連動した様々な切り口におけるＥＶ・ＰＨＶのＰＲや、ロゴの設定、オー

ナーズクラブの組織化などにより県内外へ広く周知を図るものである。 
 
取組項目 ０９年度に実施する内容 １３年度末までに実施する内容 

(a) 展示会、試

乗会の開催 

 

県が購入・リースしたＥＶ・Ｐ

ＨＶの利用による展示会・試乗

会を開催し、県民や県内企業へ

の導入普及を図る。 

自動車販売店等が独自で展示会、試乗会

を実施していく。 

(b) 県民向けフ

ォーラムの開催 

 

 

ＥＶ・ＰＨＶの率先導入に対し

本県が取り組む意義や最新の車

両動向について、県民や県内企

業にＰＲするフォーラムを開催

する。 

2011 年ごろまで県の主催で実施し、その

後はＮＰＯ等民間団体主催で実施する。 

(c) ＰＲ用ロゴ

の設定 

 

 

県は県内外に取組をＰＲするた

めのロゴマークを設定した。協

議会のメンバーであれば自由に

使用できることとしている。 

 

(d) ＥＶ・ＰＨ

Ｖオーナーズク

ラブの組織化 

 

県は、協議会メンバーを中心に

働きかけを行い、ＥＶ・ＰＨＶ

オーナーズクラブの事務局を担

う団体について、検討を進める。 

民間団体において、ＥＶ・ＰＨＶオーナ

ーズクラブを運営する。 

(e) 次世代エネ

ルギーパーク内

での見学移動用

自動車としての

利用 

県と六ヶ所村は連携して、2010

年 4 月オープン予定の六ヶ所村

次世代エネルギーパークでのＰ

ＨＶの利用方法を検討する。 

次世代エネルギーパークでのＥＶ・ＰＨ

Ｖの利用を拡大する。 

(f) 奥入瀬渓流

や世界自然遺産

白神山地でのパ

ーク＆ＥＶライ

ドとしての利用 

奥入瀬渓流、白神山地において、

パーク＆ＥＶライドを試行する

とともに、将来的な実施方法に

ついて検討を行う。 

奥入瀬渓流、白神山地において、地元団

体等主導により、パーク＆ＥＶライドを

実施する。 
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（４）効果評価 

 
取組項目 ０９年度に実施する内容 １３年度末までに実施する内容 

(a) 冬季間にお

けるＥＶ・ＰＨ

Ｖの実用性に関

する評価 

公用車等において、実際の走行

データを収集し、自動車メーカ

ーにフィードバックする。 

 

(b) ＥＶ・ＰＨ

Ｖ、充電インフ

ラの利用実態に

関する評価 

給電スタンドを設置する実証試

験において、実際の運用を踏ま

え、設置位置、台数などについ

て検討する。 
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３．取組体制 

 

 ①青森県電気自動車等導入普及推進協議会 

県では、ＥＶ・ＰＨＶの他に先駆けた導入、普及を目指すため、自動車メーカー、電力供給者、

蓄電池・充電関連企業、大学・研究所、県内経済団体、協力ユーザー企業、市町村等 50以上の企

業、団体により、2008 年 8 月に青森県電気自動車等導入普及推進協議会を設立しており、その後

2009 年 5 月、9 月とこれまで 3 回開催してきており、今後もこの協議会において、産学官が連携

して、本県におけるＥＶ・ＰＨＶの導入・普及に向けた取組を進めることとしている。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＥＶ・ＰＨＶ導入普及庁内連絡会議 

本県におけるＥＶ、ＰＨＶの率先的な導入普及に関し、庁内関係部局間の施策の連携を図るた

め、2009 年 1月に「ＥＶ・ＰＨＶ導入普及庁内連絡会議」を設置している。 



- 9 - 

 

Ⅲ．現状分析  

 

１． 本県の特徴 

・県西部に当たる津軽地域を中心に全県が積雪寒冷地であり、冬季間の運転に配慮した四輪駆動車

が普及している（2006 年の新車登録台数のうち 80.5％が 4WD 車）。また、給湯や、冬季間の暖房・

融雪には灯油等を使用することが多く、本県のエネルギー消費の 80％は化石燃料に依存している。 

・2005 年から東北電力東通原子力発電所 1号機が運転を開始し、2007 年度の県内の発電電力量と消

費電力量の比は 110.3％と電力移出県となっているほか、東北電力東通 2 号機、東京電力東通 1、2

号機、電源開発大間原子力発電所の計画が進展している。本県での発電は東通原発と水力発電、風

力発電などＣＯ２フリーの発電が多くを占め、火力発電の割合はかなり低くなっている。 

・また、恵まれた風況を活かし、風力発電の立地が六ヶ所村、東通村を中心に進んでおり、2008 年

度末現在で、192 基 277,1000kw と全国第 1 位の導入量となっているほか、世界初の蓄電池併設ウィ

ンドファームが六ヶ所村で稼働している。 

・さらに、六ヶ所村には国家石油備蓄基地や原子燃料サイクル施設等、国のエネルギーセキュリテ

ィの根幹を担う施設が立地しており、これらの施設を国民が見て触れることによる体験を通じて、

幅広くエネルギーへの理解を深めるために資源エネルギー庁が進める「次世代エネルギーパーク」

に 2008 年 6月に認定され、2010 年 4月のオープンを目指している。 

・十和田八幡平国立公園、津軽国定公園、下北半島国定公園、世界自然遺産白神山地などを有し、

多くの観光客が訪れているが、鉄道等公共交通機関が十分に整備されていないため、アクセス手段

は専ら自動車によるところが大きい。 

 

２． アクションプランの取組結果 

（１）初期需要の創出 

  県を中心に導入が進んでいるとともに、一部民間企業においても導入を進める企業が現れてき

ており、初期需要の創出は進んでいると言える。 

 

（２）充電インフラの整備 

  充電インフラに関する実証試験を実施中だが、今後引き続き適正な充電インフラの整備のあり

方について検討を進めていく必要がある。 

 

（３）普及啓発 

  県や市町村のイベントなどにより、ＥＶ・ＰＨＶの試乗会、展示会がかなりの回数開催されて

おり、県がＥＶ・ＰＨＶの普及に向け積極的に取り組んでいることは徐々に浸透しつつある。 

  今後はＥＶ・ＰＨＶ普及の政策的意義などを正確に伝えていく必要がある。 

 

（４）効果評価 

  試乗者や運転者からアンケートに回答いただき、評価を進めている。当県で普及への課題とな

ると考えられる冬季間の評価については、今後分析を進める。 
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３． アンケート調査結果 

青森県内におけるＥＶ・ＰＨＶの導入可能性を検討するため、一般家庭に対して、ＥＶ・ＰＨＶ に
対するイメージ、ＥＶ・ＰＨＶ の充電設備、充電システム、今後の自動車の購入に対する意向等に
関するアンケート調査を実施した。対象者は、県内 40市町村の協力を得て、住民基本台帳から無作

為抽出した世帯主 1,000 人（1,000 家庭）とした。アンケート方法は、郵送により 2009 年 12 月 7

日にアンケート票と料金後納封筒を同封したものを送付し、12月 25 日を回答締切とした。有効回答

数は 336 件（回収率 33.6％）であった。 

 

Â 回答者の属性 
¶ 居住地、年齢、性別、世帯の人数 

 

青森市

23%

八戸市

15%

弘前市

14%

十和田市

5%

むつ市

4%

三沢市

3%

つがる市

3%

五所川

原市

3%

その他

30%

青森市

八戸市

弘前市

十和田市

むつ市

三沢市

つがる市

五所川原市

その他

N=310

1人

13%

2人

27%

3人

19%

4人

19%

5人

11%

6人

6%

7人

4%

8人

1%
1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

8人N=314

10代

0%

20代

5%
30代

15%

40代

19%

50代

25%

60代

25%

70代

11%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代N=326

居住地域 年齢

性別 世帯の人数

女
22%

男
78%

男

女

N=321
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Â 【設問 1】ＥＶ・ＰＨＶ に対する現在のイメージ、将来利用する場合のイメージ 
【設問 1(1)】「これまでＥＶ・ＰＨＶに対してどのようなイメージを持っていましたか。（複数回答

可）」 
1.長く乗るとガソリ

ン車よりお得

11%
2.ランニングコ

ストが少ない

8%

3.走行に伴うCO2

排出量が少ない

20%

4.乗り心地が良い

3%

5.車両価格が高い

22%

6.走行できる距離

が短い

17%

7.車種が少ない

15%

8.安全性に問題がある

2%

9.その他

2%

1.長く乗るとガソリン車よりお得

2.ランニングコストが少ない

3.走行に伴うCO2排出量が少ない

4.乗り心地が良い

5.車両価格が高い

6.走行できる距離が短い

7.車種が少ない

8.安全性に問題がある

9.その他

N=334

 
 

・ 走行に伴うＣＯ2排出量が少ないといったプラスのイメージを持つ人が多い。 

・ 一方、車両価格が高い、走行距離が短いといったマイナスの面を気にする人も多い。 

・ 安全性に関しては、心配する声は少ない。 

 

【設問 1(2)】「普通乗用車のＥＶ・ＰＨＶを今後利用するとしたら、どのような形態で利用したいと

思いますか。（複数回答可）」 

 自家用車としての利用 
利用頻度 利用形態

80%

16%

2%
0%

2%

1.ほぼ毎日

2.週に数回程度

3.月に数回程度

4.年に数回程度

5.わからない

N=324

26%

32%
12%

21%

6% 3%

6.通勤・通学

7.買い物

8.送迎

9.レジャー

10.業務

11.その他

N=324  
 

・ ほぼ毎日のように利用したいという意見が大半を占める。 
・ 用途は多岐に亘る。 
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 レンタカー・カーシェアリングとしての利用 

10%

17%

10%

50%

5%
8%

17.通勤・通学

18.買い物

19.送迎

20.レジャー

21.業務

22.その他

N=324

利用頻度
利用形態

11% 5%

7%

21%
56%

12.ほぼ毎日

13.週に数回程度

14.月に数回程度

15.年に数回程度

16.わからない

N=324  
 

・ レンタカー・カーシェアリングの利用頻度はわからないという意見が過半数を占める。 

・ レンタカーについては、主にレジャーで利用する場面を想定している。 

 

【設問 1(3)】「現在発売されているＥＶは、自宅で 100V のコンセントを利用して 14時間充電するこ

とでフル充電状態となり(200V の場合は 7時間)、約 160km の走行が可能になります。設問 1(2)で選

択した形態で利用する際、利用勝手はいかがですか。（一つ選択）」 

17%

30%46%

7%
1. 200V、100Vどちらのコンセント

を利用しても必要量を一晩で充電

できる

2. 100Vのコンセントの場合、利用

形態を鑑みると充電速度が遅い

3. どちらのコンセントも利用形態

を鑑みると充電速度が遅い

4. その他

N=299  
 

・ 充電時間は 200V の 7時間の場合でも遅いとの回答が約半数を占める。 

 

【設問 1(4)】「ＥＶ・ＰＨＶについて、寒冷地での使用に関する心配や疑問、気になる点がありまし

たら、ご自由にお書きください。（自由記述）」 

主な意見 

・ 4WD 車の有無。 

・ バッテリーの性能への不安。（寒冷地での電池機能の低下、渋滞時のバッテリー上がりの心配 、

バッテリーの寿命） 

・ 暖房、ライトをつけた際の走行性能低下への不安。 

・ スタッドレスタイヤ装着による燃費の低下。 

・ 事故時の対応の不安。 

・ 外に長時間駐車した場合の凍結に対する不安。  
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Â 【設問 2】ＥＶ・ＰＨＶ の充電設備、充電システム 
【設問 2(1)】「ＥＶ・ＰＨＶが自宅で充電できると知り、どう思いましたか。（複数回答可）」 

63%

21%

8%

8% 1.便利でよいと思う

2.危険でないか不安

3.特になし

4.その他

N=301  
・ 家庭で充電できることは好意的に受けとめられている。 

・ 一部に安全性への不安の声も見られる。 

・ 「その他」として、電気代がどのくらいかかるのか不明、屋外で充電することによる盗難に

対する不安、マンション等集合住宅では充電が困難であるとの声、2 台同時に充電できるの

かといった疑問が挙げられている。 

 

【設問 2(2)】「外出先でＥＶ・ＰＨＶを充電する際、充電スタンドがどこに設置されていれば便利だ

と思いますか。（複数回答可）」 

23%

23%

16%5%

12%

17%

4%
1.ガソリンスタンド

2.ショッピングセンター

スーパーマーケット
3.コンビニエンスストア

4.駅

5.公的施設

6.観光施設

7.その他N=305
 

 

・ 既存のガソリンスタンドの他、比較的長い時間駐車可能な商業施設への設置要望が多い。 

・ 「その他」の回答として、有料駐車場、高速道路の PA・SA、道の駅への設置が望まれている。 

 

【設問 2(3)】「外出先で充電する場合、どのような料金システムがあると利用しやすいと思いますか。

（複数回答可）」 
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52%41%

7% 1.数十分の急速充

電で充電料金を支

払う

2.駐車中に充電

し、充電料金＋駐

車料金を支払う

3.その他
N=299  

・ 「その他」として、無料にして欲しい、充電カードのような仕組みがあればよいといった意

見が多く見られた。  

 

【設問 2(4)】「三菱ｉＭｉＥＶの場合、1回 30 分の急速充電で約 125km の走行が可能になりますが、

急速充電１回あたりの料金はいくら程度が妥当だと思いますか。（数値記入）」 

1%

55%33%

3%
5%

1% 1% 0%

0% 1%
0円

0～500円

500～1000円

1000～1500円

1500～2000円

2000～2500円

3000円～3500円

3500円～4000円

4000円～4500円

5000円～5500円
N=209

 
 

・ 急速充電料金は 1,000 円以下が妥当であるとの意見が大半を占める。 

 

Â 【設問 3】今後の自動車の購入に対する意向 
【設問 3(1)】「今後、自動車の買い替え、もしくは新規購入する際、どれくらいの価格の自動車を購

入しようとお考えですか。（数値記入）」 

1%

19%

32%
31%

7%

7%

3%

～50万円

50～100万円

100～150万円

150～200万円

200～250万円

250～300万円

350万円～

N=294  
 

・ 80%以上が 200 万円以下の車を購入対象として想定している。 
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【設問 3(2)】「今後、自動車の買い替え、もしくは新規購入する際、ＥＶ・ＰＨＶを購入したいと思

いますか。（一つ選択）」 

3% 5%

69%

14%

9%

1.新規（追加）購入を検

討したい

2.買い替えたい

3.条件が合えば購入を

検討したい

4.購入したいと思わない

5.わからない
N=299  

 
・ 条件が合えば購入したいといった意見が過半数を占める。 

 

【設問 3(3)】「今後、環境問題の観点や燃料費が 1/10 程度で済むことなどを考慮して、どれくらい

の価格であればＥＶ・ＰＨＶを購入したいと思いますか。設問 3（1）で選択された車両価格を基準

に、上乗せ可能な金額はどの程度ですか。（一つ選択）」 

27%

11%

19%

14%

2%

23%

4%
1.同じくらいの価格

2.20万円程度

3.50万円程度

4.100万円程度

5.100万円以上

6.高ければ購入しない

N=296  

 

・ 価格上乗せが 20万円から 100 万円であれば、半数近くの方がＥＶ・ＰＨＶを購入してもよ

いとしている。 

 

【設問 3(4)】「ＥＶ・ＰＨＶの導入・普及していくためには、どのような仕組みがあればよいかご自

由にお書きください。（自由記述）」 

 主な意見 

     ○価格 

    車両の低価格化、補助金の支給。 

○車の性能 

コンパクトカーなど車種の多様化、走行距離の延長、安全性の向上。 

○充電 

    充電時間の短縮、充電設備の拡充、充電済バッテリーの脱着交換が可能なシステムの構築。 
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【調査結果分析】 

Â ＥＶ・ＰＨＶ に対する現在のイメージ、将来利用する場合のイメージ 
ＥＶ・ＰＨＶ に対しては、「走行に伴うＣＯ2排出量が少ない」といったプラスのイメージを持た

れていた一方で、「車両価格が高い」、「走行できる距離が短い」というマイナスイメージも同様に持

たれている。 

今後のＥＶ・ＰＨＶの利用形態として、カーシェアリングについては、概念が浸透していないこ

ともありイメージしづらいものと考えられるが、ＥＶ・ＰＨＶを地域で普及させていく上で重要な

取組であり、今後、普及啓発を推進していく必要がある。 

充電時間が 7 時間かかることについては約半数が遅いと感じていることから、更なる時間短縮が

求められるであろう。寒冷地での利用について電池機能の低下、暖房を使用しながら走行すること

による航続可能距離の低減を心配する声、4WD を望む声が多く見られ、これらの不安解消のための説

明が必要である。 

 

Â ＥＶ・ＰＨＶ の充電設備、充電システム 
ＥＶ・ＰＨＶが自宅で充電可能なことについては、便利であるとの意見が多く見られた一方で、

安全性を心配する意見も若干見られた。 

外出先での充電場所については、ガソリンスタンドのような充電場所に加え、ショッピングセン

ターや観光施設など長時間駐車する場所への設置が望ましい。 

急速充電については、1,000 円以下が妥当であると考えられる。 

 

Â 今後の自動車の購入に対する意向 
ＥＶ・ＰＨＶ の購入については、「条件が合えば購入を検討したい」との回答が最も多く、購入

を考えている車よりも上乗せ価格が 50万円以下であれば、購入意思のある層が一定数存在すると考

えられる。ＥＶ・ＰＨＶ の導入・普及のためには、補助金を含めた車両価格の低減、走行距離の延

長、充電時間の短縮、充電設備の拡充等が求められる。 
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お住まいの市町村 （              ） 

年齢 1．10代  2．20代  3．30代  4．40代  5．50代  6．60代  7．70代以上 

性別 1．男      2．女 世帯の人数 （     ）人 

 
現在、電気自動車（ＥＶ）、プラグインハイブリッド車（ＰＨＶ）といった、新しい自動車が販売され始めています。 

 
 

 
(1) これまでＥＶ・ＰＨＶに対してどのようなイメージを持っていましたか。下記の 1～9 の中から該当するものをすべて
選択してください。 

    

(2) 普通乗用車のＥＶ・ＰＨＶを今後利用するとしたら、どのような形態で利用したいと思いますか。利用形態に応じた
利用頻度・目的を、左の記入例にならい、下記の 1～22 の中から該当するものをすべて選択してください。利用し

たいと思わない場合は、何も選択していただかなくて結構です。 

＊記入例：ほぼ毎日、通勤・通学や送迎で利用したい場合。 

6. 通勤・通学
7. 買い物
8. 送迎
9. レジャー
10. 業務
11. その他（ ）

1 .ほぼ毎日
2. 週に数回程度
3. 月に数回程度
4. 年に数回程度
5. わからない

＊記入例

17. 通勤・通学
18. 買い物
19. 送迎
20. レジャー
21. 業務
22. その他（ ）

6. 通勤・通学
7. 買い物
8. 送迎
9. レジャー
10. 業務
11. その他（ ）

利用目的
複数
選択可

12. ほぼ毎日
13. 週に数回程度
14. 月に数回程度
15. 年に数回程度
16. わからない

1. ほぼ毎日
2. 週に数回程度
3. 月に数回程度
4. 年に数回程度
5. わからない

利用頻度
（1つ選択）

レンタカー・カーシェアリング自家用車利用形態

6. 通勤・通学
7. 買い物
8. 送迎
9. レジャー
10. 業務
11. その他（ ）

1 .ほぼ毎日
2. 週に数回程度
3. 月に数回程度
4. 年に数回程度
5. わからない

＊記入例

17. 通勤・通学
18. 買い物
19. 送迎
20. レジャー
21. 業務
22. その他（ ）

6. 通勤・通学
7. 買い物
8. 送迎
9. レジャー
10. 業務
11. その他（ ）

利用目的
複数
選択可

12. ほぼ毎日
13. 週に数回程度
14. 月に数回程度
15. 年に数回程度
16. わからない

1. ほぼ毎日
2. 週に数回程度
3. 月に数回程度
4. 年に数回程度
5. わからない

利用頻度
（1つ選択）

レンタカー・カーシェアリング自家用車利用形態

（ ）
 

＃ カーシェアリングは、複数の人で自動車を共有する利用形態を言います。 

 

(3) 現在発売されているＥＶは、自宅で100Vのコンセントを利用して14時間充電することでフル充電状態となり(200V
の場合は7時間)、約 160kmの走行が可能になります。上記で選択した形態で利用する際、利用勝手はいかがで

すか。下記の 1～4 の中から該当するものを１つ選択してください。 

1. 200V、100V どちらのコンセントを利用しても必要量を一晩で充電できる 

2. 100V のコンセントの場合、利用形態を鑑みると充電速度が遅い 

3. どちらのコンセントも利用形態を鑑みると充電速度が遅い 

4. その他（                                       ） 

(4) ＥＶ・ＰＨＶについて、寒冷地での使用に関する心配や疑問、気になる点がありましたら、ご自由にお書きくださ

1. 長く乗るとガソリン車より経済的 5. 車両価格が高い 9. その他（              ） 

2. ランニングコストが少ない 6. 走行できる距離が短い  

3. 走行に伴うＣＯ2排出量が少ない 7. 車種が少ない  

4. 乗り心地が良い 8. 安全性に問題がある  

設問 1  ＥＶ・ＰＨＶに対する現在のイメージ、将来利用する場合のイメージについてお尋ねします。 
 

ＥＶ・ＰＨＶの特徴 

• 家庭で充電でき、夜間電力を利用して充電すれば電気代が割安なため、走行の燃料経費やオイル整備代

があまりかからず経済的です。ＰＨＶはガソリンと電気の併用ですが、ＥＶはガソリンを全く使用しません。 

• 外出先でも充電が出来るよう、充電設備が作られ始めています。 

• 現在の車両価格は同じサイズのガソリン車より高いですが、走行の燃料経費は安く、ランニングコストはガソ

リン車の数分の一程度（三菱i-MiＥＶ）です。 

• 現在のところＥＶの満充電時の最大航続距離は約160km（三菱i-MiＥＶ）で、ＰＨＶはハイブリッド車以上の

航続距離が期待できると考えられています。（いずれも10・15モードの場合） 

• レンタカーやタクシーでの利用も検討され、軽トラックや軽ワゴンも開発されています。 EV・PHV

ＥＶ・ＰＨＶに関するアンケート調査 
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い。 

     
 

 
(1) ＥＶ・ＰＨＶが自宅で充電できると知り、どう思いましたか。下記の 1～4 の中から該当するものをすべて選択してく
ださい。 

1. 便利でよいと思う  2. 危険でないか不安  3. 特になし 4. その他（            ） 

 

(2) 外出先でＥＶ・ＰＨＶを充電する際、充電スタンドがどこに設置されていれば便利だと思いますか。下記の 1～7 の
中から該当するものをすべて選択してください。 

1. ガソリンスタンド  2. ショッピングセンター･スーパーマーケット  3. コンビニエンス ストア   4. 駅 5. 公的

施設  6. 観光施設  7. その他（     ） 

 

(3) 外出先で充電する場合、どのような料金システムがあると利用しやすいと思いますか。下記の 1～3 の中から該当
するものをすべて選択してください。 

1. 数十分の急速充電で充電料金を支払う   2. 駐車中に充電し、充電料金＋駐車料金を支払う 

3. その他（                                       ） 

 

＊上記の（3）で「1. 数十分の急速充電で充電料金を支払う」を選択された方にお尋ねします。 
(4) 三菱 i-MiＥＶの場合、1 回 30 分の急速充電で約 125km の走行が可能になりますが、急速充電１回あたりの料金
はいくら程度が妥当だと思いますか。おおよその数字をお書きください。 

（             ）円程度 

 

 
(1) 今後、自動車の買い替え、もしくは新規購入する際、どれくらいの価格の自動車を購入しようとお考えですか。お
およその数字をお書きください。 

      （      ）万円程度 

 

(2) その際、ＥＶ・ＰＨＶを購入したいと思いますか。該当するものを下記の 1～5 の中から 1つ選択してください。 
1. 新規（追加）購入を検討したい  2. 買い替えたい  3. 条件が合えば購入を検討したい 

4. 購入したいと思わない       5. わからない 

 

(3) 今後、環境問題の観点や燃料費が 1/10 程度で済むことなどを考慮して、どれくらいの価格であればＥＶ・ＰＨＶを
購入したいと思いますか。上記の（1）で選択された車両価格を基準に、上乗せ可能な金額について、下記の 1～

7 の中から 1つ選択してください。 

1. 同じくらいの価格  2.  20 万円程度      3. 50 万円程度      4. 100 万円程度  

5. 100 万円以上      6. 高ければ購入しない      7. 価格に関係なく購入しない 

 

(4) ＥＶ・ＰＨＶの導入・普及していくためには、どのような仕組みがあればよいかご自由にお書きください。 
 

 
 
 

設問 3 今後の自動車の購入に対するお考えについてお尋ねします。 
 

設問 2  ＥＶ・ＰＨＶの充電設備、充電システムについてお尋ねします。 
 

 
 
 

以上でアンケートは終わりです。ご協力いただきありがとうございました。 
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４． 本県の課題と追加施策の検討 

・ＥＶについては、実証実験におけるユーザーや県民に対するアンケートの結果から、当初から想

定されていたものの、やはり、冬季間における電池性能の低下や暖房使用時における航続距離の低

減に対する不安が大きいことが課題として再確認された一方で、走行面ではガソリン車とした比較

した場合でも、特段のマイナス面は指摘されていない。 

・このことから、環境性能などＥＶの持つ利点と併せ、冬季間の走行面での安全性をＰＲしていく

とともに、走行データ、充電データを自動車メーカー等にフィードバックすることにより、メーカ

ーサイドの技術開発等に役立てていくものである。また、暖房については、地場企業においてもヒ

ーター等を開発している事業者が多数存在することから、連携の可能性を同時に探っていくもので

ある。 
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Ⅳ．ＥＶ・ＰＨＶタウン構想  

 
１．ＥＶ・ＰＨＶタウン全体構想 

  
〈ＥＶ・ＰＨＶタウン全体構想スローガン〉 
 

北国型ＥＶ・ＰＨＶ導入モデルによる低炭素社会の実現 
～エネルギー供給基地青森発「ＥＶ・ＰＨＶが創る新たな地域社会に向けて」～ 

 

 

本県におけるＥＶ・ＰＨＶの導入については、積雪寒冷地である本県の地域特性を勘案した安心

して導入できるＥＶ・ＰＨＶの導入モデルの構築、2010 年 12 月に予定されている東北新幹線開業に

伴う観光客増に呼応した観光地での利用推進、エネルギーシステムの一部として捉えたＥＶ・ＰＨ

Ｖの利用促進、ＥＶ・ＰＨＶの導入・普及に伴い期待される県内の関連産業との連携を推進するこ

となどを基本とする。また、併せて、県内の公共交通機関等の積極的な活用（特に地元住民の利用

促進やビジネスでの利活用）を推進するべく、ＥＶ・ＰＨＶによるカーシェアリングやレンタカー、

タクシー事業などとの連携、公共交通機関の補完としての機能を期待するものである。これらを踏

まえ、本県の目指すマスタープランとして、下記のモデルを示す。 

 

（１）地域産業連携型導入モデル 

（２）公共交通連携型導入モデル 

（３）先進エネルギー実証型導入モデル 

 

 

新幹線開業と連動した地域産業連携モデル 

観光地でのパーク＆ＥＶライドの実現 

再生可能エネルギー利用を連携した先進エネ

ルギー実証型導入モデル 
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また、本県におけるＥＶ・ＰＨＶ導入普及の全体的なコンセプトを以下に示す。 

 

 

ＥＶ・ＰＨＶ導入普及の施策・普及のイメージ 

EV・PHV需要の創出

● 新幹線駅（新駅・既存駅）を拠点化した

EV・P HVの導入

● 県内観光産業との連携

● 地域住民・ビジネスマンが公共交通機関の

補完として活用

● 地元企業の積極的な活用

EV・PHV供給
リサイクルの地場産業化

● EV・PHVの車への既存車両の改造や
メンテナンス

● バッテリーの回収・リサイクル

● 地域への技術・ノウハウの蓄積

連携

● 公共交通機関への乗り継ぎの足として（公共交通機関の利用促進）

● 観光産業の推進（観光客への利用促進）

● 住民やビジネスマンに対するカーシェアリングサービスなど（住民・ビジネスマンの利用促進）

● ものづくり産業の活性化

利用者・県民のメリット




